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お
み
く
じ
の
近
代
―
和
歌
・
明
治
維
新
・
新
城
文
庫
『
お
み
く
じ
集
』

平　

野　

多　

恵

は
じ
め
に

　

初
詣
や
社
寺
参
拝
の
折
に
引
く
お
み
く
じ
に
つ
い
て
、
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
つ
く
っ
た
も
の
か
を
考
え
た
こ
と
は
あ
る
だ

ろ
う
か
。
お
み
く
じ
は
神
仏
の
お
告
げ
だ
が
、
そ
の
成
立
に
は
必
ず
人
間
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
お
み
く
じ
研
究
は
人
文

学
の
研
究
対
象
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

お
み
く
じ
は
従
来
、
学
問
的
に
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
で
漢
詩
み
く
じ
の
代
表
で
あ
る
元
三
大
師
御
籤

を
中
心
に
研
究
が
進
展
し
た）

1
（

。
本
稿
で
は
、
ま
だ
研
究
の
少
な
い
和
歌
み
く
じ
に
つ
い
て
御
籤
本
や
実
際
の
お
み
く
じ
を
分
析
し
、
江
戸
か

ら
明
治
ま
で
の
変
遷
を
た
ど
り
つ
つ
、
明
治
維
新
を
劃
期
と
し
て
和
歌
み
く
じ
が
増
加
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
国
会
図
書

館
新
城
文
庫
蔵
『
お
み
く
じ
集
』
所
収
の
お
み
く
じ
を
手
が
か
り
に
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
お
み
く
じ
の
実
態
を
探
り
、
現
代
と
の

つ
な
が
り
や
違
い
を
検
討
し
た
い
。
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一
、
江
戸
の
お
み
く
じ

　

お
み
く
じ
は
神
仏
の
お
告
げ
が
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
か
で
大
き
く
三
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
三
と
は
、
漢
詩
・
和
歌
・
そ

れ
以
外
で
あ
る
。
こ
の
分
類
は
現
代
の
お
み
く
じ
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
が）

2
（

、
江
戸
時
代
の
も
の
に
も
あ
て
は
ま
る
。
以
下
、
こ
の
三

分
類
に
従
っ
て
、
江
戸
の
お
み
く
じ
を
簡
単
に
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

漢
詩
の
お
み
く
じ
は
南
北
朝
時
代
に
中
国
か
ら
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
観
音
菩
薩
の
お
告
げ
と
さ
れ
る
五
言
四
句
の
漢
詩

に
よ
る
『
天
竺
霊
籤）

3
（

』
が
観
音
籤
と
し
て
寺
院
で
受
け
入
れ
ら
れ
た）

4
（

。
こ
の
観
音
籤
は
、
江
戸
時
代
に
徳
川
幕
府
に
重
用
さ
れ
た
大
僧
正
天

海
が
天
台
宗
中
興
の
祖
で
あ
る
慈
慧
大
師
良
源
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
観
音
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
た
元
三
大
師
と
結
び
つ
き
、
い
わ

ゆ
る
「
元
三
大
師
御
籤
」
と
し
て
大
い
に
流
行
し
た
。
十
七
世
紀
後
半
の
寛
文
・
延
宝
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
以
降
に
は
多
く
の

刊
本
が
出
版
さ
れ
た）

5
（

。
後
で
詳
述
す
る
が
、
こ
の
「
元
三
大
師
御
籤
」
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
寺
院
だ
け
で
な
く
神
社
で
も
多
く
用
い
ら
れ

て
い
た）

6
（

。

　

漢
詩
の
お
み
く
じ
と
し
て
は
、
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
五
）
に
は
七
言
四
句
の
漢
詩
か
ら
な
る
関
帝
籤
も
流
布
し
て
お
り）

7
（

、
刊

本
と
し
て
『
関
帝
霊
籤
御
鬮
大
全
』（
享
保
一
〇
年
刊）

8
（

）
や
『
関
帝
霊
籤
占
』（
享
保
一
四
年
刊
）
な
ど
が
あ
る）

9
（

。
そ
の
他
、
仏
教
系
の
漢
詩

に
よ
る
御
籤
に
、
宇
治
の
万
福
寺
伽
藍
堂
内
に
あ
る
「
伽
藍
感
応
霊
籤
」（
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
年
記
）
や
黄
檗
宗
の
隠
元
作
と
さ
れ

る
『
霊
感
観
音
籤
三
十
二
卦
占
』（
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
序）

10
（

）、
法
華
経
に
基
づ
く
『
法
華
経
御
鬮
霊
感
籤）

11
（

』
が
あ
る
。

　

和
歌
の
お
み
く
じ
は
、
和
歌
に
よ
る
神
の
託
宣
歌
や
巫
者
の
歌
占
の
伝
統
を
ふ
ま
え
つ
つ
、『
元
三
大
師
御
籤
』
や
易
占
の
影
響
を
受
け

て
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）

12
（

。
歌
占
系
の
御
籤
本
の
早
い
例
が
『
天
満
宮
六
十
四
首
歌
占
御
鬮
抄
』（
以
下
、『
天
満
宮
歌
占
』）
で
、『
宝

暦
四
年
刊
書
籍
目
録
』
に
同
書
が
載
る
こ
と
か
ら
江
戸
中
期
の
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
は
刊
行
さ
れ
て
い
た）

13
（

と
知
ら
れ
る
。
こ
の
御
籤

は
天
満
天
神
の
歌
占
と
さ
れ
、
天
神
と
十
一
面
観
音
を
信
仰
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
天
神
が
観
音
と
同
体
で
あ
る
と
い
う
信
仰
を
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ふ
ま
え
た
も
の
で
、
そ
の
点
で
も
観
音
籤
か
ら
派
生
し
た
御
籤
本
と
い
え
よ
う
。

　

阿
倍
晴
明
に
仮
託
し
た
『
晴
明
歌
占
』（
刊
年
不
明
）
も
流
布
し
て
お
り
、『
天
満
宮
歌
占
』
と
同
じ
く
六
十
四
首
か
ら
一
首
を
選
ぶ
形
式

で
、
所
収
和
歌
も
一
部
が
一
致
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）

14
（

。

　

江
戸
時
代
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
占
い
が
流
行
し
た
。
歌
占
も
そ
の
一
角
を
し
め
、『
百
人
一
首
倭
歌
占
』（
天
保
一
四
（1843

）
年
刊
）
や

『
百
人
一
首
歌
占
鈔
』（
花
淵
松
濤
著
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
刊
）、『
歌
占
図
絵
』（
刊
年
不
明
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）
な
ど
、
遊

戯
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
が
多
い）

15
（

。

　

そ
の
ほ
か
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、『
弁
財
天
御
歌
御
籤
』（
実
蔵
坊
真
如
蔵
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
写

本
）
が
あ
り
、
漢
詩
か
和
歌
か
は
不
明
だ
が
、
同
じ
く
弁
財
天
の
御
籤
で
あ
る
『
辨
財
天
籖
占
』（
元
禄
十
一
年
書
籍
目
録
に
よ
る
）、『
北

辰
妙
見
御
鬮
抄
』（
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
）、『
歓
喜
天
御
鬮
抄
』（
群
馬
大
学
蔵
、
写
本
）、『
大
聖
歓
喜
天
六
十
四
籤
』（
京
都
大
学
蔵
、
明

和
4
（1767

）
年
刊
）、『
籤
本
』（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
北
研
究
所
）
な
ど
の
存
在
も
知
ら
れ
、
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。

二
、
日
本
神
話
に
基
づ
く
宣
命
書
の
和
歌
み
く
じ
―
『
神
代
正
語
籤　

全
』

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
歌
占
系
の
御
籤
本
は
元
三
大
師
御
籤
や
易
占
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
幕
末
に

な
る
と
、
神
社
側
が
独
自
に
創
出
し
た
和
歌
み
く
じ
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
序
文
を
持
つ
『
神
代
正
語
籤　

全
』（
全
八
十
番
、
以
下
、『
神
代
籤
』
と
略
称
）
で
あ
る）

16
（

。
こ
の
和
歌
み
く
じ
に
は
、
上
野
国
高
崎
の
熊
野
神
社
に
仕
え
る
高
井
心
足
に
よ

る
序
文
が
付
さ
れ
、
漢
字
に
よ
る
宣
命
書
の
表
記
で
記
紀
神
話
に
基
づ
く
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
序
文
に
は
、
こ
の
神
籤
は
『
日
本
書
紀
』

と
『
古
事
記
』
の
神
代
巻
か
ら
言
い
伝
え
て
き
た
神
の
こ
と
ば
を
八
十
ば
か
り
選
ん
だ
も
の
で
、
熊
野
神
社
に
秘
蔵
さ
れ
る
太
占
と
同
じ
く

決
し
て
は
ず
れ
な
い
と
書
か
れ
、
仏
教
や
易
占
の
影
響
を
排
除
し
た
日
本
の
神
の
占
い
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

序
文
を
書
い
た
高
井
心
足
は
、
花
屋
庵
鼎
左
・
五
梅
庵
舎
用
編
『
海
内
俳
家
人
名
録
』（
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
序
）
に
「
心
足　

一
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号
平
花
庵
又
白
檮
蔭
又
白
髭
翁
上
毛
高
崎　

高
井
左
衛
門
太
夫
」
と
あ
り
、
俳
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
神
代
籤
』
の
表
紙
見

返
し
に
「
白
檮
蔭
梓
」
と
あ
り
、
こ
の
御
籤
本
が
高
井
心
足
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
。

　

書
名
に
冠
さ
れ
る
「
神
代
正
語
」
は
、
本
居
宣
長
に
よ
る
古
事
記
の
注
釈
『
神
代
正
語
』（
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
刊
）
を
意
識
し
た

も
の
だ
ろ
う
。
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
は
『
神
代
正
語
』
の
注
釈
と
し
て
細
田
富
延
『
神
代
正
語
常
磐
草
』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
神
代
籤
』
の
序
文
が
書
か
れ
た
の
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
来
航
以
後
、
江
戸
幕
府
が
開
国
に
揺
れ
、
尊
皇
攘
夷

運
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
国
学
の
影
響
で
日
本
の
民
族
意
識
が
高
ま
り
、日
本
独
自
の
神
に
意
識
が
向
け
ら
れ
た
時
代
に
、

こ
の
よ
う
な
御
籤
本
が
創
ら
れ
た
こ
と
は
、
明
治
維
新
後
に
増
加
す
る
和
歌
み
く
じ
の
先
蹤
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

三
、
お
み
く
じ
の
明
治
維
新

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
宣
命
書
の
和
歌
に
よ
る
御
籤
本
『
神
代
籤
』
は
尊
皇
攘
夷
運
動
が
高
ま
っ
た
幕
末
期
に
刊
行
さ
れ
た
。『
神
代
籤
』

の
序
文
に
見
ら
れ
た
、
神
社
独
自
の
和
歌
の
お
み
く
じ
を
創
り
出
そ
う
と
い
う
志
向
は
、
明
治
維
新
を
機
に
さ
ら
に
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
。

そ
れ
を
示
す
の
が
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
刊
行
さ
れ
た
白
幡
義
篤
編
『
神
籤
五
十
占
』（
以
下
、『
五
十
占
』
と
略
称
）
で
あ
る
。
そ
の

序
文
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

是
ま
で
神
社
に
て
仏
占
百
番
に
て
吉
凶
を
み
る
こ
と
に
な
り
来
る
所
、
こ
た
び
王
政
復
古
維
新
の
折
か
ら
、
両
部
神
道
御
廃
し
に
な
り
て
、
神
社

に
て
仏
占
相
用
る
こ
と
は
い
か
に
と
思
ひ
、
こ
た
び
出
雲
大
社
の
神
に
祈
乞
申
て
、
一
七
日
神
の
広
前
に
て
、
神
歌
御
さ
と
し
を
蒙
り
奉
り
て
、

太
占
の
心
を
と
り
て
、
吉
凶
の
御
さ
と
し
を
普
く
、
天
下
の
神
社
の
広
前
に
置
て
、
今
迄
の
仏
占
の
ご
と
く
、
世
の
人
に
吉
凶
の
迷
ひ
を
神
の
御

心
と
し
て
、
知
し
め
ば
諸
人
の
助
け
と
も
な
り
な
む
と
、
か
く
も
の
す
る
な
り

明
治
庚
午
季
冬　
　

王
廼
舎
主
人
識
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『
神
籤
五
十
占
』（
国
立
国
会
図
書
館　

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

　

序
文
に
よ
れ
ば
、
明
治
維
新
以
前
は
神
社
で
も
元
三
大
師
御
籤
を
用
い
て
い
た
が
、
明
治
維
新
で
神
仏
分
離
令
が
発
せ
ら
れ
て
神
仏
習
合

の
両
部
神
道
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
神
社
は
神
社
に
ふ
さ
わ
し
い
神
歌
に
よ
る
占
法
を
用
い
る
べ
き
だ
と
い
う
。
神
仏
分
離
令
の
影
響
で
、

そ
れ
ま
で
元
三
大
師
御
籤
を
用
い
て
い
た
神
社
が
仏
教
色
の
な
い
神
籤
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
五
十
占
』
は
表

紙
見
返
し
に
「
平
田
先
生
門
人
」
と
大
書
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
編
者
の
白
幡
義
篤
は
平
田
派
の
国
学
者
と
推
測
さ
れ
て
い
る）

17
（

。

　

こ
れ
以
後
、多
く
の
神
社
は
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
仏
教
系
の
元
三
大
師
御
籤
を
や
め
、神
社
独
自
の
和
歌
み
く
じ
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ

た
。
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
鷲
尾
里
暁
『
神
国
歌
占
鑑
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

今
七
十
七
歳
是
ま
で
神
国
歌
占
考
と
い
ふ
も
の
世
に
弘
め
度
思
ひ
、
多
年
考
ゑ
置
し
に
、
時
も
未
だ
い
た
ら
ず
、
い
た
づ
ら
に
月
日
を
送
り
し
に
、

時
な
る
か
な
、
王
政
復
古
と
な
り
、
御
維
新
の
際
よ
り
神
仏
引
き
わ
け
と
相
な
り
、
別
当
は
神
官
に
か
わ
り
、
是
ま
で
元
三
大
師
百
御
鬮
を
世
上

に
専
ら
行
な
は
れ
し
に
、
今
は
仏
法
衰
へ
、
神
社
益
々
盛
ん
に
な
り
、
是
我
年
来
思
ひ
し
時
い
た
れ
り
と
、
こ
の
度
歌
占
考
を
改
正
し
て
世
に
弘

め
ん
と
欲
す
。

「
鷲
尾
略
伝
記
」（『
神
国
歌
占
鑑　

乾
』
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

　

こ
の
歌
占
を
著
し
た
鷲
尾
里
暁
に
よ
れ
ば
、
明
治
維
新
で
神
仏
分
離
と
な
り
、
元
三
大
師
百
御
鬮
が
世
の
中
で
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
て
い

た
が
、
今
（
明
治
二
十
年
）
は
仏
法
が
衰
え
て
神
社
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
、
長
年
広
め
た
い
と
願
っ
て
い
た
「
神
国
歌
占
考
」
を
改
正
し

て
出
版
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
歌
占
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
は
、
謡
曲
「
歌
占
」
の
歌
の
短
冊
か
ら
発
想
を
得
た
こ
と
も
書
か
れ
て

い
る
。
な
お
、「
鷲
尾
略
伝
記
」
に
よ
れ
ば
、
鷲
尾
里
暁
は
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
正
月
十
一
日
の
生
ま
れ
で
、
徳
島
県
名
東
郡
徳
島
佐

古
村
に
住
む
士
族
で
あ
る
と
い
う
。
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四
、
戸
隠
神
籤
の
変
遷

　

前
述
の
よ
う
に
、仏
教
系
の
元
三
大
師
御
籤
は
明
治
維
新
を
契
機
に
神
社
で
は
次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
戸
隠
神
社
（
長
野
）

も
元
三
大
師
御
籤
か
ら
和
歌
み
く
じ
へ
と
変
更
し
た
が
、そ
の
時
期
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
戸
隠
が
他
の
神
社
と
異
な
る
の
は
、

戸
隠
権
現
が
観
音
菩
薩
の
化
身
と
さ
れ
、
元
三
大
師
御
籤
の
成
立
と
関
わ
り
が
深
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
に
胤
海
に

よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
『
東
叡
山
寛
永
寺
元
三
大
師
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
大
僧
正
天
海
は
戸
隠
山
の
神
前
に
あ
る
観
音
籤
を
慈
惠
大
師
の
像
の

前
に
安
置
し
、
信
者
の
願
い
に
よ
り
籤
を
引
け
ば
、
吉
凶
を
知
ら
せ
よ
う
と
い
う
夢
を
見
た
と
い
う
。
夢
告
を
受
け
た
天
海
は
戸
隠
に
言
い

つ
か
わ
し
、
神
前
に
あ
る
五
言
四
句
の
占
文
を
竹
簡
に
う
つ
し
、
そ
れ
を
入
れ
た
筒
を
振
り
、
筒
口
か
ら
出
た
籤
で
神
意
を
う
か
が
っ
た
と

す
る
。
同
書
に
は
、
戸
隠
権
現
と
慈
慧
大
師
と
は
一
体
で
、
同
時
に
大
師
は
観
音
の
化
身
と
も
書
か
れ
る
。
元
三
大
師
が
中
国
伝
来
の
観
音

籤
と
結
び
つ
い
て
元
三
大
師
御
籤
と
し
て
流
布
し
た
の
は
、
天
海
の
元
三
大
師
信
仰
と
深
く
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

18
（

。

　

寺
院
統
治
の
面
か
ら
も
、
天
海
と
戸
隠
は
深
く
結
び
つ
く）

19
（

。
天
海
は
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
東
叡
山
寛
永
寺
を
創
始
し
て
天
台
宗
統

括
の
本
拠
地
と
し
、
寛
永
十
年
に
は
戸
隠
山
顕
光
寺
に
「
越
後
・
信
濃
両
国
天
台
宗
法
度
条
々
」
を
下
し
、
戸
隠
山
を
寛
永
寺
の
直
接
の
支

配
下
に
お
い
た
。
こ
の
法
度
が
出
さ
れ
た
と
き
、
戸
隠
別
当
で
あ
っ
た
の
は
天
海
の
弟
子
と
さ
れ
る
俊
海
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
江
戸
幕

府
は
修
験
の
聖
地
で
あ
っ
た
戸
隠
山
を
神
領
と
し
て
崇
め
る
と
同
時
に
、
別
当
を
支
配
者
と
す
る
天
台
宗
寺
院
組
織
に
組
み
込
ん
だ
の
だ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
元
三
大
師
御
籤
と
の
関
わ
り
が
強
い
戸
隠
神
社
で
は
、
明
治
維
新
後
も
長
く
元
三
大
師
御
籤
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を

示
す
の
が
、『
戸
隠
神
社
御
籤
文
』
跋
文
（
長
野
県
立
図
書
館
蔵
、
長
野
県
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
事
業
﹇
信
州
デ
ジ
く
ら
﹈
で
閲
覧

可
能
）
で
あ
る
。
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抑
、
此
百
籤
の
義
は
往
古
よ
り
戸
隠
神
籤
と
申
し
、
維
新
の
革
命
に
も
改
正
を
加
え
ず
、
是
迄
講
社
諸
君
へ
頒
布
致
居
候
処
、
世
の
変
遷
に
従
ひ
、

文
中
多
少
改
正
を
加
へ
ざ
る
を
得
ざ
る
箇
所
有
之
候
。
の
み
な
ら
ず
旧
版
は
既
に
減
版
に
垂
ん
と
致
し
候
に
付
、
講
中
有
志
諸
君
に
改
版
を
冀
望

候
処
、
幸
に
賛
助
を
得
て
全
版
上
刻
相
成
候
。
因
て
聊
か
報
恩
の
為
め
、
製
本
一
部
宛
を
呈
し
、
併
て
賛
成
員
諸
士
の
芳
名
を
後
世
に
残
さ
ん
と

欲
し
、
左
に
住
所
姓
名
を
顕
す
。

明
治
三
十
二
年　

信
濃
国
戸
隠
神
社
講
社
聚
長　

宮
澤
瑞
穂

　

冒
頭
の
「
此
百
籤
」
は
百
通
り
の
漢
詩
で
吉
凶
を
判
じ
る
観
音
籤
を
指
す
。
右
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
戸
隠
神
社
で
は
、
観
音
の
百
籤
を
戸

隠
神
籤
と
呼
び
、
明
治
維
新
の
際
に
も
改
正
せ
ず
、
戸
隠
神
社
の
講
員
に
配
布
し
て
い
た
が
、
世
の
変
化
に
応
じ
て
文
章
の
改
正
が
必
要
と

な
っ
た
の
で
、
戸
隠
講
に
諮
っ
て
賛
助
を
得
て
改
訂
に
至
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
戸
隠
神
社
で
は
明
治
維
新
の
後
も
元
三
大
師
御
籤
を
使
い
続
け
て
お
り
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
に
そ
れ
ま
で
用
い
て
い
た
元
三
大
師
御
籤
を
改
版
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
「
維
新
の
革
命
に
も
改
正
を
加
え
ず
」
の
一
文
は
、
明

治
維
新
を
機
に
お
み
く
じ
を
改
正
す
る
神
社
が
多
か
っ
た
こ
と
を
、
は
か
ら
ず
も
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
お
み
く
じ
の
解
説
文
を
社
会
の

変
化
に
応
じ
て
改
訂
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
記
述
も
注
目
さ
れ
る
。
元
三
大
師
御
籤
の
解
説
が
時
代
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
、

大
野
出
の
研
究
に
詳
し
い
が）

20
（

、
こ
の
跋
文
に
は
、
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

戸
隠
神
社
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
ま
で
は
元
三
大
師
御
籤
を
使
っ
て
い
た
が
、
昭
和
八
年
か
ら
は
、「
八
十
玉
籤
」
と
い
う
、
日
本

神
話
の
天
地
開
明
か
ら
神
武
即
位
ま
で
の
神
々
の
事
績
に
鑑
み
て
吉
凶
を
卜
す
る
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
い
う）

21
（

。
戸
隠
神
社
に
お
い
て
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
お
み
く
じ
が
採
用
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
の
「
八
十
玉
籤
」
は
、
先
に
あ
げ
た
幕
末
の
『
神
代
籤
』
と

ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。『
神
代
籤
』
は
後
述
す
る
芳
村
正
秉
編
『
大
中
臣
神
秘
伝　

神
籤
活
断
』
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
が
、『
神
代
籤
』
が

具
体
的
な
神
の
名
を
あ
げ
る
の
に
対
し
、『
大
中
臣
神
秘
伝　

神
籤
活
断
』
は
そ
れ
ら
を
「
天
神
地
祇
」
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。「
天
神
地
祇
」

は
神
習
教
の
祭
神
で
あ
り
、
意
図
的
に
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、『
神
代
籤
』
掲
載
の
和
歌
に
は
、
天
津
教
開
祖
の
竹
内
巨
麿
の
伝
記
に
お
い
て
、
そ
の
修
行
中
に
神
の
託
宣
と
し
て
感
得
し
た
と

い
う
歌
に
一
致
す
る
も
の
が
あ
る）

22
（

。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず
れ
も
が
御
嶽
信
仰
と
関
わ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
神
習
教
を
ひ
ら
い
た
芳
村
正
秉
は
御
嶽
山
で
修
行
し
て
山
岳
信
仰
や
修
験
の
影
響
が
あ
り
、
戸
隠
神
社
も

明
治
維
新
の
神
仏
分
離
に
と
も
な
っ
て
戸
隠
山
顕
光
寺
が
教
派
神
道
の
神
道
修
成
派
と
な
り
、
そ
の
神
道
修
成
派
は
関
東
・
東
海
地
方
の
御

嶽
講
員
二
万
人
を
傘
下
に
収
め
て
い
た）

23
（

。
竹
内
巨
麿
も
御
嶽
教
に
入
っ
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
今
後
、
継
続
し
て
調
査
し
て
い
き
た
い
。

五
、
幕
末
・
明
治
・
大
正
初
期
の
和
歌
み
く
じ

　

幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
創
ら
れ
た
和
歌
み
く
じ
で
、
書
籍
や
一
式
の
形
で
現
存
す
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
以
下
の
七
種
が
あ
る
。

（
1
）『
神
代
正
語
籤　

全
』
一
冊
、
全
八
十
番
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
序
、
架
蔵

（
2
） 

白
幡
義
篤
編
『
神
籤
五
十
占
』
一
冊
、全
五
十
番
、明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
刊
（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

（
3
） 

鷲
尾
里
暁
編
『
神
国
歌
占
鑑　

乾
・
坤
』
二
冊
、
全
六
十
四
番
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
刊
（
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

（
4
） 

芳
村
正
秉
編
『
大
中
臣
神
秘
伝　

神
籤
活
断
』
一
冊
、
全
八
十
番
、
神
習
教
大
教
庁
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
刊
（
国
立
国

会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

（
5
）
和
歌
み
く
じ
一
括
、
全
五
十
番
、
明
治
期
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学
図
書
館
蔵

（
6
）
女
子
道
社
製
の
和
歌
み
く
じ　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
以
後

（
7
）
岡
部
弥
次
郎
著
『
歌
占
』
一
冊
、
全
六
十
四
番
（
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

　
（
1
）（
2
）（
3
）
は
先
述
の
よ
う
に
、幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
神
社
独
自
の
和
歌
み
く
じ
と
し
て
意
識
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）『
大
中
臣
神
秘
伝　

神
籤
活
断
』（
以
下
、『
神
籤
活
断
』）
に
つ
い
て
も
す
で
に
述
べ
た
が
、（
1
）『
神
代
籤
』
と
同
じ
和
歌
の
神
籤
で
、
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解
説
の
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
（
5
）
の
和
歌
み
く
じ
は
、
書
籍
で
は
知
ら
れ
な
い
が
一
番
か
ら
五
十
番
ま
で
の
お
み
く
じ
が
一
式
そ
ろ
っ
た
形
で
現
存
す
る
。
こ
の
お

み
く
じ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
紹
介
し
た
の
で
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い）

24
（

。
つ
く
ら
れ
た
経
緯
な
ど
は
不
明
だ
が
、
後
述
す
る

新
城
文
庫
蔵
『
お
み
く
じ
集
』
に
、
こ
の
和
歌
み
く
じ
と
同
じ
も
の
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
廣
田
神
社
な
ど
、
当
時
、
い
く
つ
か
の
神
社
で

実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

　
（
6
）
は
、
現
在
も
全
国
の
神
社
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
二
所
山
田
神
社
の
宮
司
宮
本
重
胤
が
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
考

案
し
た
和
歌
み
く
じ
で
あ
る
。
二
所
山
田
神
社
を
母
体
と
す
る
女
子
道
社
（
山
口
県
）
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
和
歌
み
く
じ
を
生
み

出
し
て
お
り
、
そ
の
シ
ェ
ア
は
国
内
の
お
み
く
じ
の
六
〜
七
割
と
も
言
わ
れ
る
。
女
子
道
社
の
お
み
く
じ
は
、
二
所
山
田
神
社
が
発
行
し
て

い
た
女
性
教
化
用
の
雑
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
資
金
を
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
神
道
の
宣
伝
メ
デ
イ
ア
を
意
図
し
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

25
（

。

　
（
7
）『
歌
占
』
は
、
六
十
四
首
の
和
歌
に
解
説
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
歌
全
体
の
解
説
と
、
望
事
・
病
気
・
待
人
・
縁
談
・
売
買
・

訴
訟
・
失
物
・
相
場
・
品
物
・
サ
ワ
リ
・
数
・
方
位
な
ど
、
項
目
ご
と
の
解
説
が
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
紹
介
し
た
江
戸
の
版
本

『
晴
明
歌
占
』
と
和
歌
が
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、『
晴
明
歌
占
』
に
見
ら
れ
た
安
倍
晴
明
や
三
社
託
宣
に
関
わ
る
序
文
は
な
く
、

特
定
の
神
と
の
関
わ
り
も
読
み
取
れ
な
い
。
宗
教
色
の
薄
い
歌
占
と
い
え
る
。
奥
付
か
ら
、
著
者
を
岡
部
弥
次
郎
著
、
発
行
者
を
久
保
寺
佐

吉
と
し
て
、
東
京
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
以
外
の
情
報
は
不
明
で
あ
る
。

六
、
明
治
末
期
〜
昭
和
初
期
の
お
み
く
じ
―
新
城
文
庫
『
お
み
く
じ
集
』

　

国
立
国
会
図
書
館
新
城
文
庫
蔵
『
お
み
く
じ
集
』
は
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
お
み
く
じ
貼
込
帳
で
あ
る）

26
（

。
宇
宙
物
理
学
者
で
あ
り
東

洋
天
文
学
の
研
究
者
で
も
あ
っ
た
新
城
新
蔵
（
一
八
七
三
〜
一
九
三
八
）
旧
蔵
の
天
文
学
・
暦
学
関
係
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
冊
で
、
当
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時
の
お
み
く
じ
の
実
態
を
知
る
た
め
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
『
お
み
く
じ
集
』
に
は
72
点
の
お
み
く
じ
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い

る）
27
（

。
京
都
や
大
阪
な
ど
関
西
の
社
寺
の
も
の
が
多
く
、
新
城
が
京
都
帝
国
大
学
に
つ
と
め
て
い
た
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

　

山
口
県
の
女
子
道
社
製
の
お
み
く
じ
が
明
治
三
十
九
年
に
考
案
さ
れ
、
そ
の
後
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
現
在
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
の
『
お
み
く
じ
集
』
は
、
女
子
道
社
の
和
歌
み
く
じ
が
普
及
す
る
以
前
の
状
況
を
具
体
的
に
伝
え
る
も
の
と
し

て
価
値
が
高
い
。

　

所
載
の
お
み
く
じ
72
点
の
う
ち
、
漢
詩
に
よ
る
も
の
が
36
点
、
和
歌
に
よ
る
も
の
が
25
点
、
漢
詩
と
和
歌
を
併
記
す
る
も
の
が
1
点
、
そ

の
他
が
10
点
あ
る
。
漢
詩
の
お
み
く
じ
と
し
て
は
、
元
三
大
師
御
籤
が
33
点
、
関
帝
籤
が
1
点
、
黄
檗
宗
の
隠
元
作
と
さ
れ
る
全
三
十
二
番

の
御
籤
が
1
点
、
近
松
門
左
衛
門
と
広
済
寺
中
興
の
祖
で
あ
る
日
昌
上
人
が
合
作
し
た
御
籤
と
推
測
さ
れ
る
も
の
が
1
点
、
そ
の
ほ
か
に
系

統
の
わ
か
ら
な
い
も
の
が
1
点
あ
る
。
元
三
大
師
御
籤
は
、
四
天
王
寺
庚
申
堂
、
音
羽
山
清
水
寺
、
ど
ん
ど
ろ
大
師
、
大
阪
阿
弥
陀
池
、
大

津
三
井
寺
、
龍
谷
山
水
間
寺
、
天
龍
山
、
鳥
啼
地
蔵
尊
・
貝
塚
上
善
寺
、
四
天
王
寺
、
竹
生
島
宝
厳
寺
、
太
融
寺
、
吾
彦
山
、
大
阪
日
本
橋

大
乗
坊
、
生
駒
山
、
東
大
寺
二
月
堂
、
妙
見
宮
・
自
安
寺
、
信
貴
山
な
ど
の
寺
院
の
ほ
か
、
天
神
を
ま
つ
る
服
部
天
神
宮
の
も
の
が
1
点
あ

る
。
関
帝
籤
は
天
王
寺
南
京
寺
清
寿
院
の
も
の
で
、
黄
檗
宗
の
隠
元
作
と
さ
れ
る
全
三
十
二
番
の
御
籤
の
寺
社
名
は
明
ら
か
で
な
い
（
図
版

1
）。
近
松
門
左
衛
門
の
作
と
さ
れ
る
御
籤
は
尼
崎
の
広
済
寺
境
内
の
妙
見
堂
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う）

28
（

。『
お
み
く
じ
集
』
所
収
の
漢
詩

の
お
み
く
じ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
寺
院
の
も
の
だ
が
、
神
社
で
は
服
部
天
神
宮
の
も
の
が
あ
る
。

　

和
歌
み
く
じ
25
点
の
う
ち
、
先
述
（
1
）『
神
代
籤
』
に
基
づ
く
の
は
4
点
で
、
宇
治
縣
神
社
、
住
吉
大
社
（
図
版
2
）、
堀
川
地
車
稲
荷

神
社
の
も
の
が
あ
る
。（
2
）『
五
十
占
』
に
よ
る
も
の
も
4
点
で
、
玉
姫
稲
荷
明
神
安
居
神
社
、
播
磨
明
石
人
丸
山
柿
本
神
社
、
宇
治
神
社

の
も
の
が
あ
る
。（
5
）
十
文
字
学
園
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
和
歌
み
く
じ
と
共
通
す
る
の
も
4
点
あ
り
、
今
宮
神
社
・
廣
田
神
社
（
図

版
3
）・
赤
土
大
明
神
の
も
の
が
知
ら
れ
る
。
挿
絵
な
ど
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、（
5
）
和
歌
み
く
じ
の
和
歌
も
今
宮
戎
神
社
（
大
阪
）
や

廣
田
神
社
（
大
阪
）
で
現
在
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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和
歌
と
漢
詩
を
併
記
す
る
お
み
く
じ
1
点
に
は
道
楽
宗
・
伯

楽
山
永
現
寺
と
書
か
れ
、
桃
色
の
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
宗

派
・
寺
名
は
実
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
特

定
の
社
寺
と
い
う
よ
り
、遊
興
的
な
お
み
く
じ
か
も
し
れ
な
い
。

　

残
り
の
13
点
は
和
歌
の
典
拠
が
不
明
で
今
後
さ
ら
な
る
調
査

を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、
茨
住
吉
神
社
、
玉

造
稲
荷
神
社
、
葛
葉
神
社
、
住
吉
楠

神
社
、
妙
見
宮
、
住
吉

大
歳
神
社
、
大
阪
市
法
案
寺
南
坊
春
日
若
宮
神
社
、
先
日
前
竹

林
寺
、
白
米
稲
荷
社
の
も
の
で
あ
る
。
和
歌
み
く
じ
は
、
ほ
と

ん
ど
が
神
社
の
も
の
だ
が
、
大
阪
市
法
案
寺
南
坊
（
図
版
4
）

（図版 1）

（図版 2）

（図版 3）



14

と
千
日
前
竹
林
寺
（
図
版
5
）
は
寺
院
の
も
の
で
あ
る
。

　

典
拠
不
明
の
和
歌
み
く
じ
の
1
点
「
朝
夕
に
あ
ゆ
み
を
は
こ
ぶ
も
の
な
ら
ば
ね
が
へ
ば
願
へ
神
は
ま
も
ら
ん
」（
第
七
番
吉
、社
寺
名
不
明
、

（
図
版
6
）
は
、
佐
藤
幸
代
が
紹
介
す
る
現
代
の
玉
津
岡
神
社
（
京
都
）
の
お
み
く
じ
「
朝
夕
に
あ
ゆ
み
を
は
こ
ぶ
も
の
な
れ
ば
ね
が
は
ず

と
て
も
守
り
こ
そ
せ
ん
」（
第
七
番
吉
）
に
酷
似
す
る）

29
（

。

　

同
じ
く
典
拠
不
明
だ
が
、
現
在
も
新
城
文
庫
『
お
み
く
じ
集
』
所
収
の
お
み
く
じ
と
同
じ
和
歌
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
も

の
と
し
て
、
住
吉
楠

神
社
の
歌
占
が
あ
る
。

　

そ
の
他
の
お
み
く
じ
10
点
と
し
て
は
、
全
体
お
よ
び
項
目
ご
と
の
解
説
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
松
尾
神
社
、
産
湊
比
売
許
曽
稲

荷
神
社
、
瓢
箪
山
稲
荷
神
社
、
豊
川
稲
荷
、
諏
訪
神
社
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
そ
の
う
ち
、
現
在
も
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
に

瓢
箪
山
稲
荷
神
社
の
お
み
く
じ
が
あ
る
。
諏
訪
神
社
（Suw

a Shrine

）
の
お
み
く
じ
は
英
文
で
、
当
時
か
ら
英
文
み
く
じ
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
お
み
く
じ
の
デ
ザ
イ
ン
は
継
承
さ
れ
た
が
、
和
歌
が
消
え
て
し
ま
っ
た
例
で
あ
る
。
白
米
稲
荷
の
お
み
く
じ
は
、
鹿
や

牛
の
肩
甲
骨
を
焼
い
て
で
き
る
ひ
び
割
れ
の
形
で
吉
凶
を
占
う
「
太
占
」
の
骨
を
象
っ
た
枠
中
に
和
歌
や
解
説
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
（
図

版
7
）。
骨
の
ひ
び
割
れ
の
代
わ
り
に
文
字
で
占
い
の
結
果
を
示
す
趣
向
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
『
神
代
籤
』
は
、
そ
の
序
文
に
「
太
占
の

心
を
と
り
て
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
い
に
し
え
の
太
占
の
代
わ
り
に
宣
命
書
き
の
和
歌
み
く
じ
が
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
白
米
稲
荷
の

お
み
く
じ
の
デ
ザ
イ
ン
は
現
在
で
も
大
阪
天
満
宮
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
図
版
8
）。
大
阪
天
満
宮
で
は
、
骨
の
後
ろ
に
描
か
れ
て
い
る
植

物
は
穀か
じ

（
梶
）
の
木
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。「
太
占
」
は
、
国
生
み
神
話
や
天
の
岩
戸
神
話
に
も
登
場
し
、
日
本
の
神
が
用
い
た
占

い
で
あ
る
。「
穀
の
木
」
は
白
和
弊
の
材
料
と
さ
れ
る
神
聖
な
植
物
で
、『
古
語
拾
遺
』
の
天
岩
戸
神
話
に
、
天
日
鷲
神
と
津
咋
見
神
が
穀
の

木
を
植
え
て
白
和
弊
を
つ
く
っ
た
と
書
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
太
占
の
骨
と
穀
を
お
み
く
じ
の
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
込
ん
だ
の
は
、
そ
れ
が
太

古
の
神
の
占
い
に
遡
る
神
聖
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
な
お
、
白
米
稲
荷
は
大
阪
天
満
宮
の
摂
社
で
、
現
在
の

白
米
稲
荷
で
は
『
お
み
く
じ
集
』
所
収
の
お
み
く
じ
と
は
異
な
る
「
白
米
み
く
じ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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（図版 4）

（図版 5）

（図版 6）

（図版 7）（図版 8）
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以
上
、
新
城
文
庫
『
お
み
く
じ
集
』
所
収
の
お
み
く
じ
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
寺
社
名
や
典
拠
が
不
明
の
お
み
く
じ
も
多
く
あ
る
。
今
後

も
調
査
を
続
け
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
ま
で
の
お
み
く
じ
に
つ
い
て
、
御
籤
本
や
実
際
の
お
み
く
じ
を
分
析
し
て
、
そ
の
変
遷
や
実
態

を
明
ら
か
に
し
た
。
和
歌
み
く
じ
に
関
し
て
い
え
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
が
大
き
な
劃
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
和
歌
の
お
み
く
じ
が

日
本
独
自
の
神
の
お
み
く
じ
と
し
て
意
識
的
に
創
出
さ
れ
、
そ
れ
が
現
代
の
神
社
の
お
み
く
じ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
新
城
文
庫
『
お
み
く

じ
集
』
所
収
の
お
み
く
じ
か
ら
は
、
地
域
が
関
西
に
偏
る
も
の
の
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
お
み
く
じ
の
実
態
が
看
取
さ
れ

た
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
御
籤
」「
御
鬮
」
の
タ
イ
ト
ル
を
検
索
す
る
と
、
明
治
維
新
の
直
後
に
出
版
さ
れ
た
元
三

大
師
御
籤
本
が
少
な
く
、
明
治
末
期
に
な
る
と
再
び
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
明
治
末
期
に
出
版
が
増
加
す
る
傾
向
は
法
華
経
の
御
籤

や
黄
檗
宗
の
御
籤
に
も
い
え
る
。
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
は
仏
教
系
の
漢
詩
御
籤
に
も
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
期
の
漢
詩

御
籤
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
が
、
神
仏
の
お
み
く
じ
も
時
代
の
動
向
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
。
神
仏
と
人
間
は
切
り
離
せ

な
い
関
係
に
あ
り
、
時
代
の
風
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

現
代
の
お
み
く
じ
に
つ
い
て
付
け
加
え
る
と
、
か
つ
て
は
明
治
三
年
刊
の
『
五
十
占
』
を
用
い
て
い
た
神
社
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
み
く
じ

に
切
り
替
え
る
例
（
上
賀
茂
神
社
、
八
坂
神
社
な
ど
）
や
、
そ
の
寺
社
の
御
祭
神
や
御
本
尊
の
お
使
い
と
さ
れ
る
動
物
の
置
物
に
お
み
く
じ

を
入
れ
た
も
の
が
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
物
み
く
じ
を
頒
布
す
る
社
寺
の
一
例
に
、
石
清
水
八
幡
宮
（
鳩
）、
春
日
大
社
（
鹿
）、
熊

野
那
智
大
社
（
八
咫
烏
）、
建
仁
寺
摩
利
支
尊
堂
（
猪
）、
岡
崎
神
社
（
う
さ
ぎ
）、
伏
見
稲
荷
大
社
（
狐
）、
上
賀
茂
神
社
（
馬
）
な
ど
が
あ

る
。
水
に
つ
け
る
と
文
字
が
浮
か
び
あ
が
る
水
占
も
増
加
中
で
、
貴
船
神
社
を
は
じ
め
、
秩
父
神
社
、
榛
名
神
社
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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凶
な
し
の
お
み
く
じ
も
増
え
て
お
り
、
城
南
宮
（
京
都
）
で
は
二
〇
一
四
年
か
ら
大
吉
の
上
の
「
大
大
吉
」
が
加
え
ら
れ
、
お
み
く
じ
を
引

い
た
人
の
幸
福
感
を
高
め
て
い
る
と
い
う）

30
（

。
現
代
の
お
み
く
じ
で
は
、
神
社
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
ほ
か
、
か
わ
い
ら
し
さ
や
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
性
、
幸
福
感
が
重
視
さ
れ
、
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
お
み
く
じ
を
結
ぶ
風
習
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
終
わ
り
と
し
た
い
。
元
三
大
師
御
籤
を
用
い
る
東
大
寺
二
月
堂
の
お
み
く
じ

欄
外
に
は
、
お
み
く
じ
を
木
に
結
ぶ
風
習
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

此
み
く
じ
は
保
存
し
て
下
さ
い
。
も
し
御
不
用
な
れ
ば
堂
の
占
に
納
め
な
さ
る
と
祈
念
し
て
焼
き
ま
す
。

木
の
枝
、
道
の
ほ
と
り
の
も
の
に
括
る
と
、
結
ば
れ
て
永
く
思
ひ
ご
と
が
叶
ひ
ま
せ
ん
。

お
み
く
じ
を
結
ぶ
行
為
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
悪
い
お
み
く
じ
が
出
た
ら
持
ち
帰
ら
ず
に
結
ん
で
し
ま
う
人
は
昔
も
多

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
引
い
た
お
み
く
じ
を
結
び
つ
け
る
風
習
は
現
代
で
も
広
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
木
の
枝
に
結
ぶ
と
生
育
に
差
し
障
る
た

め
、
お
み
く
じ
を
結
ぶ
場
所
を
専
用
に
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
新
城
新
蔵
が
お
み
く
じ
を
集
め
た
明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
は
、

お
み
く
じ
を
結
ぶ
場
所
を
別
に
つ
く
る
こ
と
は
、
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
二
月
堂
の
お
み
く
じ
に
記
さ
れ
た
「
木
の
枝
、
道
の
ほ
と
り
の
も
の
に
括
る
と
、
結
ば
れ
て
永
く
思
ひ
ご
と
が
叶
ひ
ま

せ
ん
」
と
い
う
一
文
は
心
に
響
く
。
お
み
く
じ
は
神
仏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
止
め
ず
に
結
ん
で
し
ま
っ
て
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
て
も
、
じ
っ
く
り
と
読
み
、
そ
の
意
味
を
考
え
、
自
分
の
祈
願
や
今
の
状
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
解
釈

し
て
、
そ
れ
を
自
分
の
こ
れ
か
ら
に
生
か
す
の
が
、
お
み
く
じ
と
の
理
想
的
な
つ
き
あ
い
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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﹇
付
記
﹈本

稿
の
校
正
後
に
、江
戸
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
お
み
く
じ
に
つ
い
て
概
括
し
た
中
澤
伸
弘
「「
み
く
じ
」
の
変
遷
と
諸
相
」『
新
國
学
』

復
刊
第
五
号
（
二
〇
一
三
年
十
月
）
を
入
手
し
た
。
本
稿
中
で
参
照
す
べ
き
論
考
で
あ
っ
た
が
叶
わ
な
い
た
め
、
あ
わ
せ
て
御
覧
い
た

だ
き
た
い
。
成
稿
に
際
し
て
、
お
み
く
じ
の
掲
載
を
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
お
よ
び
大
阪
天
満
宮
の
御
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
C
）「
神
と
仏
を
め
ぐ
る

和
歌
の
包
括
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号15K

022260002

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注

（
1
） 

元
三
大
師
御
籤
に
つ
い
て
は
、
宇
津
純
「
元
三
大
師
と
お
み
く
じ
」（
仏
教
民
俗
学
大
系
8
『
俗
信
と
仏
教
』
一
九
九
二
、
名
著
出
版
）、
中
村
公
一
『
一

番
大
吉
！　

お
み
く
じ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』（
一
九
九
二
、
大
修
館
書
店
）、
大
野
出
『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
―
お
み
く
じ
を
読
み
解
く
』（
二
〇
〇
九
、

思
文
閣
出
版
）、
佐
藤
幸
代
「
お
み
く
じ
の
歴
史
と
変
遷　

元
三
大
師
み
く
じ
と
歌
占
」（『
歌
謡　

研
究
と
資
料
』
第
一
二
号
、
平
成
二
四
年
一
二
月
）
に

詳
し
い
。

（
2
） 

島
武
史
『
日
本
お
み
く
じ
紀
行
』（
一
九
九
五
、
日
本
経
済
新
聞
社
／
二
〇
〇
一
、
ち
く
ま
文
庫
）。

（
3
） 

中
国
南
宋
の
中
天
竺
寺
で
つ
く
ら
れ
た
た
め
「
天
竺
霊
籤
」
と
称
す
る
。

（
4
） 

司
東
真
雄
「
天
台
寺
什
物
の
応
永
銘
「
観
音
籤
」
考
」（『
元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
年
報
』
一
九
七
六
）
に
書
か
れ
る
応
永
十
六
年
（
一
四
〇
九
）

の
天
竺
霊
感
観
音
籤
が
日
本
で
年
代
の
知
ら
れ
る
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。

（
5
） 

二
又
淳
「
元
三
大
師
御
鬮
本
一
覧
原
稿
」（『
近
世
文
芸　

研
究
と
評
論
』
第
六
一
号
、
二
〇
〇
一
）。

（
6
） 

注
1
宇
津
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

（
7
） 

注
1
宇
津
論
文
。
注
1
中
村
著
に
、
関
帝
籤
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た
僧
・
樵
雲
心
越
が
長
崎
の
崇
福
寺
に
伝
え
た
の
が
は
じ

め
と
あ
る
。

（
8
） 

大
野
出
「『
元
三
大
師
御
鬮
緒
鈔
』
考
」（『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
三
二
、
二
〇
〇
一
・
二
）
に
詳
し
い
。
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（
9
） 

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代　

書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
（
三
）』（
一
九
六
三
年
）
に
よ
る
。

（
10
） 『
宝
暦
四
年
刊
書
籍
目
録
』
掲
載
「
観
音
三
十
二
掛
占
」
も
同
じ
も
の
か
。

（
11
） 
法
華
経
に
基
づ
く
お
み
く
じ
に
つ
い
て
は
、
芹
澤
寛
隆
「『
法
華
経
』
と
御
鬮
」
日
本
思
想
史
学
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
思
想
史
と
し
て
の
お
み
く
じ
」

口
頭
発
表
（
二
〇
一
三
・
一
〇
、
於
東
北
大
学
）
で
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
た
。

（
12
） 

拙
稿
「〈
予
言
文
学
〉
と
し
て
の
お
み
く
じ
」（
小
峯
和
明
編
『〈
予
言
文
学
〉
の
世
界
』
二
〇
一
二
・
一
二
）。

（
13
） 

注
9
『
江
戸
時
代　

書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
（
三
）』
所
収
。『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
宝
永
（
一
七
〇
四
〜
）
頃
初
版
か
と
あ
る
。『
宝
暦
四
年
刊

書
籍
目
録
』
に
は
『
天
満
宮
六
十
四
首
歌
占
』
の
ほ
か
、『
八
卦
秘
密
箱
』『
御
伽
智
惠
占
』『
晴
明
秘
伝
袖
鏡
』『
新
選
八
卦
諺
解
』『
同
拾
穂
抄
』『
百
籤
和

解
』『
天
神
籤
』『
紫
式
部
千
種
占
』『
歌
占
萩
乃
八
重
垣
』『
小
野
小
町
風
雅
占
』『
天
時
占
候
』『
観
音
三
十
二
卦
占
』
が
見
え
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

の
時
点
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
占
い
書
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
14
） 

太
田
正
弘
「「
お
み
く
じ
」
の
源
流
に
就
い
て
―
「
歌
占
」
本
の
紹
介
」（『
書
籍
文
化
史
十
七
』
二
〇
一
六
・
一
）。『
晴
明
歌
占
』
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
歌

占
の
世
界
」（『
書
物
学
』
５
号
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
・
七
）
で
も
紹
介
し
た
。

（
15
） 

江
戸
の
歌
占
本
の
一
覧
は
注
12
拙
稿
参
照
。
一
覧
に
追
加
す
べ
き
歌
占
本
に
、
写
本
『
哥
う
ら
』（
個
人
蔵
）、
享
和
一
（
一
八
〇
一
）
年
刊
『
歌
占
荻
の

八
重
垣
』（
天
理
大
学
附
属
図
書
館
、京
都
大
学
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
）
が
あ
る
。
写
本
『
哥
う
ら
』
に
つ
い
て
は
久
保
木
秀
夫
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

江
戸
の
歌
占
本
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
16
） 

注
12
拙
稿
、
拙
稿
「
お
み
く
じ　

な
ぜ
和
歌
が
書
か
れ
る
の
か
」（
成
蹊
大
学
人
文
叢
書
第
一
一
巻
『
デ
ー
タ
で
読
む
日
本
文
化
：
高
校
生
か
ら
の
文
学
・

社
会
学
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
入
門
』、
風
間
書
房
、
二
〇
一
五
）。
中
澤
伸
弘
「
お
み
く
じ
と
出
版
」（「
日
本
古
書
通
信
」
二
〇
一
二
・
四
）
も
、
こ
の
御
籤
本

の
存
在
に
触
れ
て
い
る
。

（
17
） 

注
1
宇
津
論
文
。

（
18
） 

注
1
宇
津
論
文
。

（
19
） 

以
下
の
説
明
は
、『
戸
隠
信
仰
の
歴
史
』
第
四
章
「
戸
隠
神
領
の
成
立
と
展
開
」
第
一
節
（
古
川
貞
雄
執
筆
、
一
九
九
七
、
戸
隠
神
社
発
行
）。

（
20
） 

注
1
大
野
著
。

（
21
） 

注
19
『
戸
隠
信
仰
の
歴
史
』
第
四
章
第
八
節
（
二
澤
久
昭
執
筆
）
99
〜
101
頁
。
同
書
168
頁
に
戸
隠
神
社
神
籤
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
神
代
籤
』
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と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
だ
が
、
解
説
部
分
の
「
戸
隠
権
現
（
神
代
正
語
籤
）」
が
戸
隠
神
籤
で
は
「
香
嶋
の
大
神
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
22
）  

長
峯
波
山
『
竹
内
巨
麿
伝
』（
八
幡
書
店
、
一
九
八
七
（
初
版
一
九
一
二
））、
竹
内
義
宮
『
竹
内
巨
麿
伝　

デ
ハ
話
ソ
ウ
』（
一
九
七
一
）。
董
航
氏
の
調

査
に
よ
る
。

（
23
） 
井
上
順
孝
『
教
派
神
道
の
形
成
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
一
）、
注
19
書
第
三
章
「
旧
衆
徒
と
戸
隠
神
社
」
168
頁
。

（
24
） 

拙
稿
「
明
治
時
代
の
お
み
く
じ
に
お
け
る
和
歌
表
現
―
附
十
文
字
学
園
女
子
大
学
蔵
「
和
歌
み
く
じ
」
翻
刻
―
」（『
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部

紀
要
』
43
、
二
〇
一
三
・
二
）。

（
25
） 

小
平
美
香
「
機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て　

山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
」（『
学
習
院
女
子
大
学
紀
要
』
17
号
、

二
〇
一
五
・
三
）。
拙
稿
「
恋
の
占
い
―
お
み
く
じ
文
化
」（『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
二
〇
〇
七
年
一
一
月
号
）
や
注
12
拙
稿
で
現
代
の
女
子
道

社
の
お
み
く
じ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

（
26
） 

拙
稿
14
「
歌
占
の
世
界
」
に
写
真
付
き
で
紹
介
し
た
。

（
27
） 

注
1
宇
津
論
文
は
所
収
の
お
み
く
じ
を
六
十
八
点
と
数
え
る
。

（
28
） 

注
1
中
村
著
。

（
29
） 

注
1
佐
藤
論
文
。

（
30
） 

佐
藤
剛
志
「
大
大
吉
、
凶
な
し
…
お
み
く
じ
様
変
わ
り　

不
安
な
世
相
を
映
す
？
」（
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
、
二
〇
一
六
年
一
月
三
日
記
事
。w

w
w
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